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1980年の米保健省（U.S.Department of Health 
and Human Services）の調査によると，米国で
は毎日定期的に運動をする者の数が全国成人の実
に50%を越え， 7,000万人以上に及ぶとされてい
る。また同年の米商務省（U.S.Department of 
Commerce）の調査によると，米国人に最も人気
の高い運動はジョギングで48%の者がこれを行
い，以下水泳37%，山歩き 22%，魚釣18%のJI債
で，本学職日の場合とかなり様子が兵っている。
米国では高学歴者ほど運動熱心で，毎日運動を行
う者の率は大卒者59%，高卒者47%,rp卒者30%
であり，また，ジョブfー のみを対象とすると，大
卒者対中卒者比は 7: 3，ホワイトカラ一刻フ’ル
ーカラー比は13 ？とされている。本学職員に関
しては，学歴と運動習慣との聞にむしろ逆の関係
が認められ，高卒以下男性の運動習慣者率が43%
であるのに対し，大卒者のそれは35%，修士31
%，博士24%となっている。
木学職員があ望する運動の種類の順位は， テニ
ス，水泳が圧倒的に高く，以下スキー， そf山，ゴ
ルフ，ジョギング，野球のJI買であるが，米国では
潜水，ヨット， トローリング，狩猟，釆馬，堂山
の順で，施設的に誰でも日常簡単にできる テニ
ス，ゴルフ，水泳等は上位に入ってこなし、0 fl本
人はスポーツ好きの国民とされているが，通勤事
情の悪さからくる時間不足や，土地不足による運
動施設の貧困さのために運動がしたくても余程熱
志がないとままならないのが現状であり，これら
の条件に比較的恵まれた本乍職員（平均通勤時間
42分）でさえも55.9%の者が時間がない， 20.6% 
の者が施設がないことを運動をしない理由にあげ
ている。
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